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第１回 21 世紀成年者縦断調査（平成 24 年成年者）及び 
第 11 回 21 世紀成年者縦断調査（平成 14 年成年者）の結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年３月６日 
 【照会先】 

大臣官房統計情報部人口動態・保健社会統計課世帯統計室 
縦断調査管理官 越路 幹男  
室  長  補  佐 相原 陽二  
成年者縦断統計第一係長 小池 康浩 (内線 7592) 
（代表電話） 
（直通電話） 

03(5253)1111 
03(3595)2322 

詳細は、別添概況をご覧ください。 

厚生労働省では、このほど、同じ集団を対象に毎年実施している「21 世紀成年者縦断調査（平成 24年

成年者）」の第１回（平成 24 年）及び「21 世紀成年者縦断調査（平成 14 年成年者）」の第 11回（平成 24

年）結果を取りまとめましたので公表します。 

21 世紀成年者縦断調査は、仕事の有無、就業形態、結婚意欲などを継続的に調査し、少子化対策など

厚生労働行政施策のための基礎資料を得ることを目的として、それぞれ、平成 24 年度、平成 14 年度から

毎年実施しており、今回は両調査ともに、平成 24年 11 月７日に調査を実施しました。 

【調査結果のポイント】 

 

１ 独身者の結婚意欲 

・ 20 代独身女性の結婚意欲は、10 年前に比べ正規・非正規ともに増加（５頁 図２） 

 

２ 独身者の交際状況 

・ 20 代独身の交際異性ありの者は、女性で 37.2％、男性で 25.5％（６頁 図３） 

・ 20 代独身で就業形態が正規・非正規の者では、男女とも正規で交際異性ありの者の割合が高い（６頁   

図４） 

 

３ 独身女性の結婚後の就業継続意欲 

・ 20 代独身女性の結婚後の就業継続意欲は、10 年前に比べ正規では「結婚を機にやめる」が減少、       

「考えていない」が増加し、非正規では「結婚した後も続ける」が減少（８頁 図８） 

 


